
令和６年度 授業改善推進プラン     ＜教科名 国語 ＞ 

小平市立小平第五中学校 

【生徒の実態】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

学

力

分

析 

・小学校段階の漢字について確実

に身に付ける必要がある生徒が２

～３割いる。漢字を用いず、平仮名

で書く習慣が付いている。 

・語彙力の不足から、自分の考えを

文章で説明する力、助詞の使い方に

課題がある。 

・平易な言葉に置き換えて説明を

加えないと理解が厳しい。 

・昨年の学習事項が定着していな

い。特に、漢字、ひらがなを含めた

読み書きが苦手である。 

・語彙力が不足しているため、作文

等がうまくまとめられない。 

・自分の考えを書くことで表現す

ることについて、丁寧な指導が必

要な生徒がいる。 

・既習事項が定着していない。どの

生徒も適切な表現で書けるように

丁寧な指導が必要である。 

・自分の考えを具体的に分かりや

すく伝える力に課題がある。特に

作文や発表に対する力を付けてい

く必要がある。 

・１年生からの学習の積み重ねが

不足している生徒が学びなおす手

だてが必要である。 

学

習

状

況 

・書くことや発表に苦手意識をも

つ生徒はいるが、授業に意欲的に取

り組み、理解しようと努力する姿が

見られる。 

・人前での発表には抵抗があるが、

ICT を活用しての発表では全員が

意欲的に取り組むことができた。段

階を踏んで対面での発表に抵抗が

なくなるよう運びたい。 

・漢字テストは小学校１～４年既

習のもので、同じテストを２回ずつ

行っているが、２回目に満点をとれ

ない生徒が一定数いる。 

・漢字に関しては、どの生徒にも毎

回のテストに向けた学習への取組

を定着させる必要がある。そのた

め、語彙力が定着に向けた指導を

していく。 

・グループ活動を通じた学習に対

しては、とても意欲的に取り組ん

でいる。しかし、全体に対しての発

言に偏りがある。 

・ノートのまとめ方などの工夫に

差が出てきている。 

・書くことや発表に苦手意識もあ

るが、授業中の課題には意欲的に

取り組む生徒が多い。 

・自分の考えや他の生徒の発言等

をノートにまとめられる生徒が増

えた。一方で、書くことに集中しす

ぎてしまう生徒もみられる。必要

な情報を復習できるようにまとめ

て記述する力を向上させたい。 

・主体的に発言・発表する生徒に偏

りがある。 

指

導

上

の

課

題 

・要約を繰り返して基本的な読み

取る力を付ける。 

・「主体的・対話的で深い学び」に

つながる話合い活動の仕方を身に

付けさせること。また、話合いの中

から自身の考えを再構築する力を

身に付けさせる。 

・問いに対する答え方や文章の書

き方など、「型」を定着させる。 

・本時の学習の目的を理解させる。 

・身に付けさせたい国語の力を生

徒が理解するように授業を組み立

てる。 

・国語の読解に必要な基礎知識を

高めること。 

・３年間の基礎になるよう授業を

組み立てる。 

・主体的に学ばせるために見通し

をもった課題設定や発問を行う。 

・情報を整理してまとめるための

読み方・まとめ方を定着させる。 

・学習活動の中で既習事項の確認

もできるように課題を工夫して取

り組ませる。 

・漢字や文法などの言語に関する

知識・理解と基本的な読解力を高

める。 

【授業改善の手立て】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

改

善

計

画 

・要約を通して読み取る力を付け、

主体的な学びをするための基礎を

作る。 

・主体的・対話的で深い学びに繋げ

る手立てとして ICT を活用した話

合い活動を設定し、思考を再構築さ

せる。 

・授業や定期考査で問いに対する

答え方や文章の書き方など、「型」

を定着させる 

・学力の差を埋めることができる

ような課題設定や、発問の工夫を行

い、全員が考えを深める時間にす

る。 

・「主体的・対話的で深い学び」に

なるように、ICT を用いて自己の考

えを共有させ、より深い学びとす

る。 

・日々の学習を定着させるために、

e-ライブラリを活用させていきた

い。 

・単元の目標を達成するなかで、基

礎的・発展的な力を身に付けること

ができるように課題設定を行う。 

・より深い学習が達成できるよう

に、ＩＣＴを活用した・小グループ

による学びの機会を多く設定する。 

・授業ごとの漢字テストや語彙力

を付けるテストに取り組むなかで

家庭学習の習慣を身に付けさせる。 

評

価

方

法 

・「単元の目標」、「今日のめあて」

を明確に提示し、課題に対しどのよ

うに取り組めたか、どんな力が身に

付いたかを生徒自身に考えさせる。 

・主体的に学ばせるために見通し

をもった課題設定や発問を行う。 

・生徒本人が学びを理解するよう

に、授業の「めあて」を提示し、生

徒に理解させ、学びの振り返りにつ

なげる。 

・発問を端的にかつ、適切なタイミ

ングで行い、学びを促進させる。 

・各時間のテーマを明確に示すと

ともに、課題についての自分の考え

を確認し、他者と共有させる。 

・各単元の身に付けるべき力を明

確かつ簡潔な言葉で提示する。 

・主体的かつ見通しをもった取り

組みにつながる課題設定を行う。 



令和６年度 授業改善推進プラン     ＜教科名 社会 ＞ 

小平市立小平第五中学校 

【生徒の実態】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

学

力

分

析 

・学習意欲や新しいことを知るこ

とに対しては意欲的な生徒が多い。

多面的・多角的に考察する力や粘り

強く考える力、他者と協力して納得

のいく答えを考える力などにおい

ては多くの課題が残る。 

・４月当初、１年時に比べて積極的

な発言が少なかった。課題や主体

的な学びなどで、学力の向上が見

られる生徒が出てきた。 

・社会科の土台となる地理・歴史の

知識を粘り強く学習していく必要

がある。ある程度の知識を得るこ

とによって、思考力が養われるの

で、今後もグループワーク等を行

って養っていく必要がある。 

学

習

状

況 

・授業内での学習への取り組みは

努力が見られるが、家庭学習などで

知識を定着させるための時間の確

保については不十分である。 

・過半数の生徒は、学習に意欲的で

ある。ただし、暗記型の学習によ

り、思考力養成について逆効果に

なる生徒もいる。また学習習慣が

なかなか定着しない生徒もいる。 

・受験を意識した生徒が増えてき

ているため、授業に主体的に取り

組む意識が高くなってきている。

生徒の意識の変化を大切にし、今

後の指導につなげていく必要があ

る。 

指

導

上

の

課

題 

・知識を伝えるための時間と、考え

る力や協力するための力を育成す

るための時間のバランスや配分を

一層工夫していく必要がある。 

 

・漢字の読み書き能力の低下や、論

述問題に対する、表現力の低下な

どが目立つ。また、社会科で最重要

とも言われる、「調べる力」を身に

付けることも急務である。  

・「ただ覚えればいい」という考え

から「なぜそうなったのか」という

論理的思考につなげていくことが

今後の課題である。 

【授業改善の手立て】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

改

善

計

画 

・ワークシートや発表活動、生徒同

士の他者評価、自分内評価など、

様々な方法を評価に加えていく。 

 

・検索したことを丸写しして終わ

るのではなく、記述の内容を理解

し、そこから、疑問点を見付け、

考え、推理により発見したこたえ

を、論理的に表現する喜びを感じ

る機会をつくる。 

・レポートに関しては、調べた事

象について、自分自身の考えを記

述させる。主に「思考」の観点を

見取る。 

評

価

方

法 

・ペーパーテストの点数に留まら

ず、授業内での取り組みや生徒自

身の変化を見取る方法を一層工夫

していく。 

・社会科用語を書くことができる

か、資料集等で調べることができ

るか、主語・述語がととのった論

理的な文章で説明することができ

るかなどを評価する。 

・ペーパーテストだけでなく、レ

ポートの提出からも、「知識」や

「思考」の観点を見取っていく。 

 

 

 

 

 

 



令和６年度 授業改善推進プラン     ＜教科名 数学 ＞ 

小平市立小平第五中学校 

【生徒の実態】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

学

力

分

析 

・正負の数、文字式ともに四則演算

は行うことができるが、四則が混じ

った計算では不注意による誤りが

多い。 

・問題文から情報を適切に読み取

り、式に表したり説明したりする力

を身に付ける必要がある。 

・１年次の正負の数や文字式のル

ールがあいまいな生徒が全体の２

０パーセントほどいるため、２年

次の式の計算や連立方程式の計算

問題の理解が難しいことがある。 

・文章問題を読み取る読解力や説

明する力を身に付けさせたい。 

・全国学力学習状況調査の結果か

ら、「関数」については傾きの深い

理解、「データの活用」については

データを比較して説明する力が、

全国平均より下回っていることが

分かった。その他の項目は全国よ

り上回っていた。 

学

習

状

況 

・授業は集中して取り組んでおり、

その後の問題演習では正しく解く

ことができているが、ある程度時間

が経って、確認を行うと定着が不十

分な生徒がいるので確認が必要で

ある。 

・家庭学習の習慣が付いている生

徒と、まだ身に付いていない生徒の

差ができている。 

・多くの生徒は数学に対して苦手

意識をもっているように感じる。 

・授業内の学び合いの活動では、積

極的に学び合うことができてい

る。 

・計算問題には、多くの生徒が取り

組むことができるが、文章問題や

証明には手が止まる生徒が多い。 

・多くの生徒の授業への取り組み

や、小テストへの取り組み状況が

よい。しかし、応用問題に関して、

指導を丁寧に行う必要がある。 

指

導

上

の

課

題 

・ＩＣＴを用いた授業展開が少な

いと感じた。 

・説明を聞くときに、ノートを書く

ことに集中し過ぎている生徒が見

受けられる。 

・生徒の興味がそそられる様な授

業展開を行う。 

・習熟度別の授業を展開している

が、その中でも習熟度の差がある

ため、特別課題や e ライブラリの利

用を促す必要がある。 

・数学への興味関心をひくような

授業や、数学的な見方、考え方を養

うことができるような授業を行

う。 

・授業時間の中で主体的に学ぶ時

間（グループ学習の時間など）が少

ない。 

・応用問題を解くための基礎知識

の復習や導入の工夫が必要であ

る。 

 

【授業改善の手立て】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

改

善

計

画 

・ＩＣＴを使った授業展開を行い

生徒の興味をひくような授業展開

を行う。 

・机間指導を行い生徒一人一人に

目を向け、急ぎすぎないペースで学

習に取り組ませる。 

 

・学び合いの活動を増やし生徒自

身に活動する時間を増やす。 

・生徒個人のレベルにあった課題

を設定させ、授業内で取り組ませ

る。 

・基本的な内容の小テストを今後

も行い、応用問題を解くための基礎

知識の定着を図る。 

・応用問題に粘り強く取り組む手

立てとして、学習プリントを活用し

たり、グループ学習の時間を適宜と

ったりする。 

評

価

方

法 

・単元ごとにレポートを作成させ

主体的に取り組む態度を評価する。 

・定期的に小テストを行い、生徒そ

れぞれの「知識・技能」、「思考・判

断・表現」の力を評価していく。 

・単元ごとのレポートやワーク、小

テストなどで主体的に学習に取り

組む態度を評価する。 

・定期テストや単元ごとのテスト

で「知識・技能」、「思考・判断・表

現」を評価する。 

・小テストを行い、数学に対する主

体性や「知識・技能」、「思考・判断・

表現」の力を評価し、授業展開を考

えていく。 

・授業内の課題で、自身の考え方の

説明状況から評価していく。 

 



令和６年度 授業改善推進プラン     ＜教科名 理科 ＞ 

小平市立小平第五中学校 

【生徒の実態】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

学

力

分

析 

・定期考査と単元テストの解答状

況から、器具の使い方や分類の基礎

知識など、「知識・技能」の定着は

比較的高いことがうかがえる。その

反面、科学的な思考を要する問題へ

の正答率が低く、与えられた情報を

分析する力を伸長させる必要があ

る。 

・定期考査の解答状況から、重要な

語句等の知識問題はしっかりと答

えられる生徒が多いことが分か

る。 

・思考課題への解答状況から、第１

学年の時と比較して思考力が高ま

っている。 

・授業アンケートの回答の傾向か

ら、授業への取り組む姿勢は前向き

であると考えられる。学校の定期考

査と復習確認テストの結果の乖離が

大きく、学習内容の定着が短期的な

ものになっている生徒もいる。 

学

習

状

況 

・授業の様子とアンケートの回答

状況から、授業へは前向きに取り組

めていることがうかがえる。器具の

使用法や観察・記録の方法など、授

業に積極的に取り組めている生徒

が多い。 

・理科に対する学習意欲は第１学

年の時から引き続き、高く保持し

ている。 

・冊子の問題集を導入したことに

より、基礎事項の理解は深まって

いる。 

・学習に意欲的な生徒が多いもの

の、実験やグループワーク他者と協

力して行う学習に関しては、積極的

に行う生徒は少なく、アンケートか

らもその傾向がうかがえる。 

指

導

上

の

課

題 

・与えられた課題に対しては良く

取り組めている生徒が多いが、自分

で課題を発見して、解決の手順を考

えることについては多くの生徒に

課題がある。 

・日常生活と学習内容を結び付け

て考えようとする生徒が少ない。 

・重要語句を覚える学習はできて

いるが、例えば化学反応式の仕組

みを理解し、自分でも書けるよう

にする等のより深い学びまでは達

していない生徒が多い。 

・思考課題において、自分の意見を

発表しようとする生徒の割合が減

ってきている。 

・実験等の結果から考えられる考察

を深める力を高めるために、自分の

考えを文章にして、話合いや発表な

どの言語活動を充実させる必要があ

る。 

・１、２年生の内容の復習も授業と

並行して行う必要性に気付かせる必

要がある。 

【授業改善の手立て】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

改

善

計

画 

・授業の導入に身近な現象を用い

ることを１学期以上に増やし、学

習内容が日常と密接につながって

いることを意識させながら授業を

行う。 

・第一分野の学習では実験レポー

トの作成方法の指導を綿密に行

い、「思考・判断・表現」の力を高

めていく。 

・例えば化学反応式のような理解

して活用するのに困難を要する内

容に関しては、演習する時間を確

保するとともに、家庭でどのよう

に学習すればよいかの助言も行

う。 

・班単位での話合いの機会の割合

を増やし、一人一人が発言できる

機会を増やしていく。 

・理科と日常生活との関わりを題材

にし、興味・関心を高めるととも

に、科学的思考力を深める。 

・授業内での生徒間のやり取りを増

やし、アウトプットをする場面を増

やし、知識の定着と理解を深めさせ

る。 

・家庭学習を充実させるため、学習

者用端末の活用を進める。 

評

価

方

法 

・単元、章ごとに確認テストを行

い、「知識・技能」の定着を確認す

る。 

・実験レポート、観察レポートを

通して、課題解決の力がどの程度

身に付いているか確認をする。 

・思考課題に対する考えを毎回評

価し、生徒がどの程度深く考えら

れているかをその都度確認する。 

・難しい内容では、理解度を確認

するための小テストを行ってい

く。 

・観察、実験のプリントの、「結

果、考察、まとめ、感想」の内容を

確認する。 

・単元テストを行い、「知識・技

能」の定着を確認する。 

・ワークの取り組み、振り返りを定

期的に確認する。 



令和６年度 授業改善推進プラン     ＜教科名 音楽 ＞ 

小平市立小平第五中学校 

【生徒の実態】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

学

力

分

析 

・表現活動において、歌唱に意欲を

もっている生徒が多くいる。 

・文章表記(鑑賞文など)について

は、苦手とする生徒がいる。 

・クラスによって雰囲気が異なる

が、前向きな姿勢の生徒が多い。 

・楽典（音符と休符の長さの割合、

諸記号）は、苦手としている生徒に

対しての手立てを工夫する必要が

ある。 

・歌唱活動において、意欲的になる

生徒が多くなった。 

・西洋音楽史、楽典などの知識に関

することには、「これは分からな

い」と苦手意識をもっている生徒

がいる。 

学

習

状

況 

・すべての音楽活動に前向きに取

り組んでいるが、基礎知識（音符と

休符の長さの割合など）を理解する

のに時間を要する。 

・新曲にも意欲的に取り組む。歌唱

活動において、リーダーが存在す

る。 

・提出物等はしっかりしている。 

・響きのある声を工夫するリーダ

ー的な生徒が雰囲気をつくってい

る。 

・深く考えることが苦手である。 

指

導

上

の

課

題 

・表現するという活動は雰囲気が

重要なので、心を開放させて伸び伸

び活動できるようにしなければな

らないこと。 

・基礎知識（音符と休符、記号など）

に関しては、理解不足の生徒に対し

ての手立てを考える必要性がある。 

・強制ではない歌唱活動の雰囲気

をつくること。 

・音楽科の基礎については、理解の

困難な生徒のための手立てを工夫

すること。 

・より高い芸術性を目指す生徒の

意欲を引き出すための働きかけを

工夫すること。 

・知識についての解説が急ぎ足に

なると、理解に結び付かない場合が

多くなるので、気を付けること。 

【授業改善の手だて】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

改

善

計

画 

・範唱を丁寧に行い、響きを感得さ

せ、それを実践する意欲を育てる。 

・知識の基礎を定着させるために、

練習用のワークシートを毎時間用

意して取り組ませる。 

・音楽活動の意欲を喚起するべく、

範唱範奏、明るく開放的な雰囲気

をつくる。楽曲のよさについて、学

習者用端末等を使用して感得させ

る。 

・基礎知識についてのワークシー

トを毎時間用意して取り組ませ

る。 

・声の響き、曲想を意識して歌唱表

現するような技術的な助言をしな

がら指導する。 

・音楽史の練習問題に繰り返し取

り組ませて理解につなげる。音楽

史は学習者用端末にて画像で説明

をする。 

 

評

価

方

法 

・実技テストにて、個々の歌唱力を

評価する。 

・ワークシート類を点検し、基礎の

理解度を確認し、評価する。 

・定期考査に出題して理解度を確

認し、評価する。 

・実技テストにて、個々の歌唱力を

評価する。 

・ワークシート類の記述等を点検

し、評価する。 

・定期考査に出題して理解度を確

認し、評価する。 

・実技テストにて個々の歌唱力を

評価する。 

・ワークシート類を点検し、記述内

容や理解度を確認し、評価する。 

・定期考査に出題して理解度を確

認し、評価する。 

 



令和６年度 授業改善推進プラン     ＜教科名 美術 ＞ 

小平市立小平第五中学校 

【生徒の実態】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

学

力

分

析 

・ほとんどの生徒が意欲的に学習

に取り組めている。 

・美術の専門的な知識について、興

味関心の強い生徒が多い。 

・発想し、課題へ意欲的に取り組め

る生徒と苦手としている生徒の二

極化が見られること。 

・自分の意図や感じたことを言語

化できる生徒が多い。 

・課題制作に向け、地道に努力でき

る生徒が多いが、思考を深めたり

既習事項を応用したりすることが

苦手である。 

学

習

状

況 

・定期テストの結果から、既習事項

の定着が弱いことが見受けられる。 

・短時間での基礎的学習に取り組

み、おおむね基礎的な技術は身に付

けてきた。 

・定期テストの結果から、既習事項

の定着が弱いことが見受けられ

る。 

・アイディアをアウトプットする

際、知識を活用できず表現するこ

とを苦手としている。 

・アイディアをアウトプットする

際、知識を活用できずうまく作品

に表現されていない。 

指

導

上

の

課

題 

・制作に時間を充てるために振り

返りを毎時行えていない。 

・班隊形の机のため、作業と教え合

いのメリハリを付ける必要がある。 

・支援が必要な生徒への合理的配

慮として、課題の難易度に幅をもた

せる必要がある。 

・制作に時間を充てるために、知識

の学習をする時間が十分に取れて

いない。 

・制作の進捗に差が生じている。 

・支援が必要な生徒への合理的配

慮として、課題の難易度に幅をも

たせる必要がある。 

・時間をかけて制作を行う際、初め

に確認したねらいへの意識が薄れ

てしまっている。 

・制作の進捗に差が生じている。 

・時数の変動や、生徒の実態により

制作時間が計画通り進まず、生徒

自身も見通しがもてていない部分

がみられた。 

【授業改善の手立て】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

改

善

計

画 

・振り返りの内容を簡易的なもの

とし、まずは取り組みの習慣化を図

る。 

・個人作業と意見交換の時間をそ

れぞれ設定し、区別する。 

・スライドや映像、書き込み済みの

プリントを使用するなど、知識伝達

の効率化を図る。 

・標準的なワークシートの他、補助

的なワークシートを作成し、希望生

徒が活用できるようにする。 

・スライドや映像、書き込み済みの

プリントを使用するなど、知識伝達

の効率化を図る。 

・本時の目標を示すとともに、題材

を通しての目標を確認し、身に付け

るべき知識、技能を理解させる。 

評

価

方

法 

・授業内で、必要に応じて復習や小

テストなどを実施し、必要な知識が

定着しているかを確認する。 

・毎時の振り返りから、作品写真と

ともに、進捗、創意工夫・生徒自身

が学び取ったことを見取る。 

・授業の取り組みや振り返りから、

補助資料を活用したり、助言を参考

にしたりするなど、制作を円滑に行

うために多様なツールを選びとれ

ているかを見取る。 

・授業の取り組みや振り返りから、

予め制作計画を立てられているか、

立てた計画に沿って制作、または調

整ができているかを見取る。 

 

 

 



令和６年度 授業改善推進プラン   ＜教科名 保健体育 ＞ 

小平市立小平第五中学校 

【生徒の実態】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

学

力

分

析 

・運動に主体的に取り組む生徒が増

え始めてきた。学習カードの記入な

ど、自己を分析して課題解決を図るこ

とが苦手である。ICT を使い学習した

内容を、言葉や文章で表現する力を身

に付けさせる。 

・ねらいや振り返りを行い各単元で

知識と特性の理解の定着を目指す。 

・運動に主体的に取り組む生徒が多

い。学習カードの記述内容について

は昨年度から向上が見られる。 

・班学習では積極的に意見交換を行

う生徒が増えているが、意見の活用

や深める時間が必要である。 

・単元特性や知識の理解について

は、より深める必要がある。 

・運動に主体的に取り組む生徒

が多い。 

・学習カードの記入において、

毎時間の活動を分析して、自分

の考えを表現できる生徒が増え

てきている。 

・ルールや競技に必要な知識に

ついて、よく学習している。 

学

習

状

況 

・集団行動や授業規律が定着しつつ

ある。 

・仲間と共に学習し、運動への向上意

識は芽生え始めている。さらに共有す

る場を設定し、理解を深める。 

・男女共習でお互いの良さを認めら

れるようになった。 

・授業規律は定着しており、健康や

安全への意識が高い。 

・周りと協力して準備や片付けがで

き、運動量の確保もできている。 

・技能向上にむけた、学び合いが活

発に行われているが、自信をもって

助言のできる生徒が少ない。 

・ICT 活用場面が少ない。 

・集団行動をはじめ、授業規律

における意識は高い。 

・男女共習において、分け隔て

無く協力する姿が見られる。 

・話合い活動を積極的に行うこ

とができる。 

・自分たちで考えて練習やゲー

ムを行うことができる。 

指

導

上

の

課

題 

・具体的で分かりやすい説明を心掛

け、主体的かつ積極的に活動できる環

境をつくる必要性がある。 

・話合い活動を取り入れ、自ら考え行

動できる場面を設定する必要がある。 

・学習カードの書き方の助言が必要

である。 

・ICT の活用をしていく。 

・授業の目標確認及びまとめの時間

を増やす必要がある。 

・技能向上に向けた学び合いでは、

助言の仕方を学ぶ必要がある。 

・学習カードの記述について、全体

で共有し、生徒同士が良い部分を取

り入れることができるようにする。 

・ICT の活用を行う。その際には運

動量とのバランスを十分考慮する。 

・より分かりやすい説明を心掛

け、積極的に活動できる環境を

つくる。 

・話合い活動を取り入れ自ら考

え行動できる場面を設定する。 

・自分たちで話し合いながらゲ

ームを行ったり、練習の工夫を

したりできるようにする。 

・ICT の活用をしていく。 

【授業改善の手立て】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

改

善

計

画 

・授業規律の徹底を継続する。 

・男女共習により、互いの学びがで

きる話合い活動をより活発に行わ

せる。 

・ICT の活用と運動量を両立させ

る。 

・ワークシートを活用し、自己の振

り返りを行わせる。 

・安全への配慮をさらに徹底する。 

・個々の違いに応じた課題や挑戦

の機会を設定する。 

・ICT の活用に向けて、体育では自

らの動きの振り返り、保健学習では

考えのまとめや発表などの機会を

充実させる。ICT の活用場面と運動

学習場面は単元を見通して設定す

る。 

・班活動での学び合い・話合いの場

面では、着眼点を絞って提示し、目

的を明確にし、共有を丁寧に行う。 

・生徒一人一人にとって分かりや

すい説明を心掛ける。 

・話合い活動では、お互いの技能を

高められるよう、話し合うポイント

を示すようにする。 

・ICT を活用し、図や動画で示すこ

とで視覚的に理解できるようにし

ていく。 

評

価

方

法 

・授業への取り組みやワークシー

トの記入状況、定期テスト等から変

容をみる。 

・仲間への声掛けや助言、協力、支

援の状況を確認する。 

・生徒の実態及び授業改善の成果

について、学習カードの記入状況を

定期的に把握し、確認する。 

・毎時間の生徒の様子を観察し、変

容をみる。 

・毎時間の生徒の取り組みや様子

から変化を見る。 

・授業への取り組みや個人の変化

の様子を、毎時間の学習カードの記

入内容から確認する。 



令和６年度 授業改善推進プラン     ＜教科名 技術 ＞ 

小平市立小平第五中学校 

【生徒の実態】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

学

力

分

析 

・授業に積極的に取り組む生徒が

多く、ペアワークなども協力して授

業に参加できている。 

・初めての期末考査では、テスト勉

強に取り組めている生徒はよくで

きていたが、うまく取り組めなかっ

た生徒もいた。 

・１年次は製作なども積極的に取

り組んでいる生徒が多かったが、２

年生に進級し、授業に集中すること

が課題である。期末考査の結果もあ

まりよくなかった。 

・授業に集中し、よく取り組んでい

るが発言などが少ない。 

・３年生になり、よく勉強してお

り、期末考査の結果もよくできて

いる生徒が多かった。 

学

習

状

況 

・１学期は道具の使い方や図の書

き方などに積極的に取り組み、２学

期に行う木材加工の製作に向けて、

主体的に取り組んでいける生徒が

多い状況である。 

・はんだ付けの仕方など、実習に積

極的に取り組み制作意欲が高い生

徒が多い。授業に集中して取り組め

ているが提出物などが出ていない

生徒が多い。 

・3 年生になり集中して授業に取り

組めている生徒が多い。制作意欲

もあり、提出物などもよく出せる

ようになってきている。 

 

指

導

上

の

課

題 

・製作にあたり、組立ての手順がと

ても大事になってくるので、失敗を

しないように、仮組立てから、作業

工程をしっかりと考えさせていく。

失敗をした時の解決方法も事前に

提示して自分の力で完成できるよ

うにしていく。 

・生物育成に関することと、エネル

ギー変換に関する技術を同時並行

に取り組んでいくので、１回の授業

でどこまで授業を進めるのかをよ

く検討し、授業準備を行う。 

・特に生物育成の技術に関しては、

学期の初めに行う。 

・授業時数が少ないので問題解決

に関わるワークシート（プログラ

ミング）は課題として提出し、授業

でははんだ付けなどの電子基板の

製作や組立てなどの作業が進めら

れるように、効率的な授業を取り

組んでいく。 

【授業改善の手立て】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

改

善

計

画 

・個別で生徒の進み具合によって、

よい作品のポイントの検討と手順

を考えるようにすると手順検討の

重要度が伝わらないので、一斉授

業の中で時間をとって考えられる

ように計画しておく。 

・大根栽培の種まきから間引き、追

肥までは時期も大切になってくる

ので、計画的に取り組めるように

する。場合によっては適宜授業変

更なども行う。 

・２学期が始まって、早めに課題を

提出し、プログラミングの検討が

できるようにする。作業の前にプ

ログラミングの座学が終わるよう

に計画する。 

評

価

方

法 

自分で組立ての手順を検討し、そ

の手順をもとに製作品を完成させ

られているのかを、その過程と製

作品で評価していく。 

・大根栽培に関しては管理技術と

して、観察の記録の提出と栽培物

に対しての具体的な作業の取り組

みや今後の見通しの記述などで評

価をしていく。 

・ラジオ作成に関しては電子基板

の完成や工具の使い方などの評価

を行う。 

・オーロラキュートの製作では、は

んだごての使い方や電子基板の完

成状況で評価を行う。 

・プログラミングでは、問題発見と

その解決ができるようなアルゴリ

ズムであるかを読み取り評価して

いく。 

 

 

 



令和６年度 授業改善推進プラン     ＜教科名 家庭 ＞ 

小平市立小平第五中学校 

【生徒の実態】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

学

力

分

析 

・食生活についての関心は高いが、

基礎的知識の理解は不十分な傾向

がある。 

・学習内容と実生活と関連付ける

ことはできているが、生活の中で実

践することで身に付けられるとよ

い。 

・衣生活に関しては関心の高い生

徒もいるが、一方で興味関心の低

い生徒もみられる。 

・自分自身の生活の中で身近な問

題を見付けることができる。 

 

・消費生活についての関心をもっ

て取り組み、基礎的な知識の理解

ができている。 

・学習したことを実生活に置き換

え、自分の生活との関わりを深く

考えることが苦手な生徒もいる。 

学

習

状

況 

・多くの生徒が落ち着いて、意欲的

に学習に取り組むことができてい

る。 

・ワークや課題の記入状況もよい。 

・生活の中で課題を見付け、解決す

るために必要な深く考える力、思考

力を高める必要がある。 

・落ち着いて学習に取り組めてい

る生徒もいるが集中力の継続が得

意でない生徒も多く、課題である。 

・ワークや課題の記入状況はよい。 

・平面から立体をイメージする想

像力を高める必要がある。 

・多くの生徒が落ち着いて、意欲的

に学習に取り組み、集中して取り

組めている。 

・ワークや課題の記入状況もよい。 

・より深く思考する力を高める必

要がある。 

指

導

上

の

課

題 

・基礎的な知識を定着させる復習

時間が少ない。 

・学習の目的（めあて）の確認やま

とめの時間が短い。 

・実生活での経験の差が大きいた

め、安心・安全に実習を行えるよう

配慮が必要である。 

・学習内容を理解し、実習、課題に

前向きに取り組む意欲を高める必

要がある。そのために、ICT を活用

した主体的に進める授業展開を行

う。 

・実生活での経験の差が大きいた

め、安心・安全に実習を行えるよう

配慮が必要である 

・学習の目的（めあて）の確認やま

とめの時間が短い。 

・グループワークや学び合いによ

って学習課題を解決できる場面が

少ない。 

【授業改善の手立て】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

改

善

計

画 

・本時の目標を明確に分かりやす

く提示し、振り返り時間を確保す

る。 

・基礎知識の定着を高めるため

に、ICT を活用し、基礎的・基本

的な知識の復習を充実させる。 

・調理方法や安全への配慮をイメ

ージできるように、デジタル教材

などの視覚的資料を用いて分かり

やすい授業を行う。 

・本時の目標を明確にし、見通し

をもたせた展開にする。 

・実物見本、学習者用端末を活用

し、実習や課題に前向きに取り組

みやすいよう、自分で計画し実践

する授業を取り入れる。 

・想像力を補うために、ICT を活

用した視覚的資料を多く用いる。 

・個別指導を通して基礎、基本の

定着と集中力の維持を支援する。 

・本時の目標を明確にし、見通し

をもたせた展開にする。 

・授業のグループワークなどの言

語活動を充実させ、学習課題を解

決できる場面を設定する。 

・つまずきの見られる生徒には個

別対応をし、基礎的・基本的な学

習内容を習得させる。 

評

価

方

法 

・振り返りの記入内容 

・実技の取り組みの様子 

・定期考査の結果 

・生活アンケート 

・振り返りの記入内容 

・実技の取り組みの様子 

・定期考査の結果 

・生活アンケート 

・振り返りの記入内容 

・授業の取り組みの様子 

・定期考査の結果 

・生活アンケート 

 

 



令和６年度 授業改善推進プラン     ＜教科名 英語 ＞ 

小平市立小平第五中学校 

【生徒の実態】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

学

力

分

析 

・定期考査においては７割以上の

平均点となったが、各単元の小テス

トにおいては平均点が約６割とな

っている。この乖離は、定期考査の

準備期間以外の学習時間不足を示

している可能性があり、生活アンケ

ートからも、普段の学習時間が１時

間未満の割合が４割以上と高く、家

庭学習時間の確保に課題がある。 

・短い文や会話には慣れているが、

まとまった英語を聞いたり読んだ

りすることに慣れていない。また、

英語の語順、文法、語法を苦手とし

ている。 

・授業中に行ったアンケートでは、

「話すこと」に苦手意識を感じて

いる生徒が７割以上いる。定期考

査では、４割の生徒が１・２年の文

法事項の定着に課題がある。普段

の学習時間が１時間未満の生徒が

２割おり、授業時間外での取組に

生徒間で差がある。 

学

習

状

況 

・生活アンケートから、９割以上の

生徒が「積極的に授業に参加してい

る」と答えている通り、英語におい

てペア活動や音読練習等、真面目に

取り組んでいる生徒が多い。 

・英作文等、語順や文法を意識しな

がら回答する問題は苦手な生徒が

多いので、小テストが終わる毎に苦

手な問題の振り返りを行うように

する。 

・音読やペア、グループワークで英

語を使おうと努力し、ねばり強く

課題に取り組もうとする生徒が多

い。 

・家庭で自ら課題を見つけ復習を

する習慣が身に付いていない。 

・３学年になり授業には意欲的に

取り組んでいる。また、ペアワーク

も友達と協力しながら活動してい

る。授業や家庭で英文を読んだり

書いたりする習慣が付き、結果が

出て自信につながっている生徒も

いる。 

・主体的に学習に取り組むことに

課題のある生徒がいる。 

指

導

上

の

課

題 

・平均以上に課題をこなせる生徒

には、随時モチベーションも高めら

れるような声掛けを行う。理解度の

低い生徒には個別最適化された課

題を提示できるよう、少人数を受け

持つ教員と情報共有する必要があ

る。 

・まとまった簡単な英語をできる

だけ英語で理解できるようなトレ

ーニングが必要である。 

・英語を聞いたり読んだりしたと

きに、できるだけ英語で理解でき

るように、聞くことと読むことを

繰り返す必要がある。 

・家庭学習に自ら取り組める姿勢

を身に付けさせる必要がある。 

・５ラウンドシステムを取り入れ、

教科書を５周繰り返し学習するこ

とで定着率を意識した授業を行う

必要がある。 

・会話練習、３分間の英作文を通し

て、定着した言語材料をアウトプ

ットする活動をすることで、上達

に気付ける仕組みづくりが必要で

ある。 

【授業改善の手立て】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

改

善

計

画 

・宿題確認時や、パターンプラク

ティス時に、積極性の見える生徒

へのポジティブフィードバックを

欠かさず行う。 

・課題のある生徒へのラインズ e 

ライブラリの活用を促進する。 

・パターンプラクティスでできる

だけ多くパターンをインプットし

ていく。そして、インプットした

ものを状況に合わせてアウトプッ

トする練習を授業に組み込んでい

く。 

・英語でのインタラクティブな授

業を通して、意欲的に英語を使う

環境をつくっていく。また、２学

期からはペア・グループでのリテ

リングに取り組み、表現活動を増

やしていく。 

評

価

方

法 

・ノート記述課題 

・パフォーマンステスト 

・定期考査 

・授業内での取り組み 

・スペリングコンテスト 

・課題 

・パフォーマンステスト 

・定期考査 

・授業内での取り組み 

・英作文、記述課題 

・パフォーマンステスト 

・定期考査 

・授業内での取り組み 

・スペリングコンテスト 



令和６年度 授業改善推進プラン     ＜教科名 道徳 ＞ 

小平市立小平第五中学校 

【生徒の実態】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

学

力

分

析 

・道徳的価値は何かという自分の

考えをもっていても、他者はそれと

異なった考えがあることに気が付

くことが大切である。 

・道徳的実践力は個々に差がある

が、テーマを意識した学習ができ

る。内容を深く考え、自己の考えや

思いを記述できる生徒が多い。 

・資料を読み、道徳的価値に迫る思

考をすることには個人差がある

が、自己の考えや思いを記述でき

る生徒が多い。 

学

習

状

況 

・自分の考えを文章として記述が

できていても、それを積極的に表出

できる生徒と苦手な生徒がいる。 

・授業内で取り扱った教材をもと

に考えを深め、最後に自己を振り返

って道徳的価値観を考えられてい

る生徒が多い。 

・自分の考えや気持ちを文章に表

現し、他者に伝えることができる

生徒が多い。 

・小グループでは積極的な発言が

多く見られる。全体の場でも、積極

的に挙手をし、発言できる生徒が

いる。 

・自分の考えを文章で表現し、グル

ープ内で活発に意見交換ができ

る。 

・「ココログ・ノート」の振り返り

欄に、授業内で感じたことや気付

いたことを書き、自分と向き合う

ことができている。 

指

導

上

の

課

題 

・映像教材や葛藤教材など、生徒が

興味関心をもちやすい教材を上手

に活用すること。 

・道徳科の授業の時間だけでなく、

すべての教育活動と関連付けて生

徒の道徳的実践力を養っていくこ

と。 

・指導内容を押し付けないように、

生徒自らが道徳的価値を見いだせ

るような授業の工夫をすること。 

・道徳的実践力を養うために日常

生活と結び付け、継続的な指導を

すること。 

・生徒が考えを深められるよう、教

材や導入を工夫すること。 

・道徳的実践力を養うために日常

生活と結び付け、卒業後の社会的

自立を目指した指導を行うこと。 

【授業改善の手立て】 

 第１学年 第２学年 第３学年 

改

善

計

画 

・小集団での話合いと個人作業を

バランスよく取り入れ、多様な意見

と触れられるようにする。 

・ＩＣＴを適切に活用し、意見の表

出が難しい生徒の考えも、全体で共

有できるようにする。 

・話合い活動の時間を増やし、自己

の考えと他者の考えを比較・検討し

ながら様々な価値観を認める態度

を養う。 

・ICT を適切に取り入れる。 

・ペア学習や少人数での活動の場

面を増やし、自己の考えと他者の考

えを比較しながら様々な価値観を

認める態度を養う。 

・ICT を適切に取り入れる。 

評

価

方

法 

・ワークシートやロイロノートの

記述から、多様な考えにどれだけ触

れることができたか、また自己をど

れだけ深く見つめることができた

かを評価する。 

・自己と向き合い、考えることがで

きたか、発表内容や道徳のワークシ

ートとの記述内容から確認し評価

する。 

・「ココログ・ノート」への記入内

容、意見発表、学習者用端末への入

力内容からどれほど深く考えるこ

とができたかを評価する。 

 


